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著

「

フロ
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黨
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-Paul .Rice .Doolin,.The 

Fronde, 

1
S
.
5
.
—

—

. 

.
下

'

田

.

馎

バi 

: 

■

封
建
的
社
會
裡
に
於
い
て
、
市
民
階
級
.が
次
第
に
擡
頭
し
、
舊
來
の
：支
配
階
級
^

る
封
建
貴
族
に
對
抗
す
る
に
至
れ
る
と
き
、
其
の 

同
明
1-
と
な
れ
る
も
の
は
、
新
た
に
勢
力
を
增
大
し
っ
、
あ
っ
た
民
族
的
國
主
で
.&
■る
。
併
し
乍
ら
、
之
を
英
國
に
就
い
て
觀
る
に
、 

英
亂
に
於
い
て
は
*
國
王
.勢
カ
の
比
較
的
强
固
な
る
封
建
制
度
の
樹
立
^ -
ら
れ
て
届
0-
た
>
め
に
、
夙
；に
、
封
建
諸
侯
の
勢
力
を
掣
肘 

し
、
：內
亂
の
戰
禍
を
免
れ
し
め
、
：國
民
的
統
、一
、
近
代
集
權
的
民
族
國
家
の
完
成
を
容
易
な
ら
し
め
た
の
で
あ
る
。

英
國
對
建
制
度
の
斯
か
る
中
央
集
權
的
特
質
は
、
國
王
と
相
互
依
存
の
關
係
に
在
る
市
民
階
級
の
成
育
に
取
っ
て
誠
に
好
き
溫
床
で 

あ
っ
た
と1

K

は
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
然
も
、
初
め
王
權
の
庇
護
に
依
り
、
.
マ
ー
カ
ン
チ
リ
ズ
ム
政
策
に
依
つ
て
、
哺
育
せ
ら
れ
、
後 

見
せ
ら
れ
た
る
市
民
の
手
に
富
が
蓄
積
せ
ら
れ
、
斯
く
て
其
の
經
濟
的
勢
力
の
增
大
を
來
せ
る
彼
等
が
、
從
っ
て
政
治
的
支
配
勢
力
と 

し
て
の
地
位
を
要
求
す
る
に
至
れ
る
と
き
、
か
の「

光
榮
革
命」

は
、
.實
に
ま
た
、
専
制
王
權
の
撤
廢
、
議
會
の
地
主
的
並
び
に
資
本
家 

的
貨
殖
家
に
依
る
直
接
支
枧
の
確
立
を
宣
言
し
、
兹
に
ブ
ル
ジ
ョ
ヮ
ジ
ー
.の
政
權
獲
得
べ
の
端
緖
が
1
1か
れ
た
(/
)
:で
あ
.る
。
英
國
ブ
ル

プ
ー
リ
ン
著
1
フ
»
シ
ド
麓
し 

1

五

五

(

四
九
五〕



イ:

.

T

リ
ン
荖
1
ヮ
卩
ン
>
爲」

“ 

一

五

六

(

四
九
六)

ジ
ョ
，ヮ
^
1
^
發
痕
過
程
ば
、
，'斯

く

、
，
滑

め

，
ち

か

な

る

も

0
で
あ
り
、
：其
の
自
然
的
發
展
を
妨
げ
る
重
大
な
る
.摩

擦

を

ば

見

る

こ
<?
:
が 

な
か
っ
衣
。
，：否
な
、
.誠
に
、.

「

.ィ
ギ
リK

.

の
ブ
ル 

'チ
ォ
ア
は
‘
，
己

れ

自

身

の

利

益

の

た

め

：
に

行

動

す

る

こ

と

を

毫

?>
-
誤

ら

な

か

っ

た

の

で
 

あ
る」

：：

X
'

マ
ル 

>ク

，
ス
：
、
'
資
本
論
、
：高
晶
譯
、
第
：
S

:

然
る
に
、
其
の
封
建
體
制
に
於
い
て
頗
る
地
方
分
權
的
な
^
佛
蘭
西
の
場
合
は
如
何
:0
正
に
逆
^
佛
蘭
西
に
於
け
る
强
固
な
る
地
方 

分
權
的
封
建
制
の
.確
立
は
、
；正
に
其
の
故
に
>

M
興
ブ
W

ジ
日
：ヮ
：ジ
と
玉
植
土
の
締
盟
に
依
る
、：：

封
建
貴
族
の
抑
®
を
し
て
勢
ひ
激 

烈
た
も
し
^
茗
る
を
得
な
か
っ
た
o
:即
ち
ノ
佛
備
诲
マ
_丨
力
シ
，チ
リ
ズ
.ム
.が
實
^
^
處
あ
^
見
ら
れ
ぬ
程
顯
著
な
る
發
展
を
遂
げ
た
所 

以
で
，案

が

、
;然
も
，
敍

上

.
の

佛

蘭

西

雪

制

の

特
質
、
即
ち
其b.

分
權
性
、
.從
っ
て
樹
建
的
馨
勢
力
.め
强
靱
に
し
て
：對

內

的

讓 

統
一
の
闲
難
な
る
こ
と
と
、
更
に
；1

西
の
.地
理
，的
自
然
的
條
件
、
如
ち
島
國
英
國
と
異
り
直
接
外
敵
の
脅
威
に
暴
さ
.れ
て
居
り
、
殊 

に
マ
.丨

ヵ

ン

，
チ
リ
.ズ
ム
時
代
の
ー
特
質
た
る
強
烈
な
國
際
納
嫉
妬
乃
^
國
民
的
反
感
^
燃
ぇ
_た
る
當
時
の
&
際
的
對
立
の
眞
唯
中
に
置 

か
れ
て
對
外
的
國
家
獨
立
の
不
安
な
る
こ
と
、
は
相
俟
っ
て
、
茲
に
佛
蘭
西
王
權
を
し
て
、
其
の
マ
ー
ヵ
ン
チ
リ
ズ
ム
哺
育
政
策
に
依 

る
ブ
ル
ジB

ヮ
ジ
ー
の
成
熟
に
も
枸
ら
ず
、
ブ
ル
ジB

ヮ
*
デ
モ
ク
ラ
シ
1
ベ
の
傾
斜
を
許
す
ど
こ
ろ
が
、
愈
々
絕
對
王
制
の
强
化
と 

マ
ー
ヵ
ン
チ
リ
ズ
ム
政
策
に
依
る
對
內
的
統j
及
び
對
外
的
獨
立
の
强
行
と
に
向
は
ざ
る
を
得
ざ
ら
し
め
た
の
で
あ
る
。

英
國
に
と
っ
て
第
十
七
世
紀
は
議
會
、不
：義
に
ま
で
發
展
せ
る
時
代
で
あ
づ
た
の
で
あ
る
が
、
佛
蘭
西
に
於
い
て
は
正
に
之
と
逆
t
此 

の
世
紀
の
間
に
王
權
が
繁
化
し
、絕
對
主
義
に
轉
化
し
た
の
で
あ
る
。
而
し
て
此
の
絕
對
主
義
の
下
に
行
は
れ
た
も
の
は
何
か
。
無
論
、 

王
權
と
締
M
の
關
係
に
注
っ
て
、
北
ハ
の
必
要
と
す
る
財
源
を
提
供
せ
る
、
新
興
都
市
ブ
ル
ジ
日
ヮ
ジ
ー
の
經
濟
的
發
展
の
極
度
の
促
進 

と
、
同
時
に
ま
た
、
封
建
的
殘
存
勢
力
就
中
貴
族
に
獨
立
士 
_
爭
0
手
段
を
與
ふ
可
き
農
業
的
發
展
の
抑
腿
乃
至
農
業
に
對
す
る
極
度 

の
收
奪
と
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
o
從
つ
て
、
斯
か
る
國
策
の
遂
行
が
、
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
化
せ
ざ
る
貴
族
に
と
つ
て
誠
に
堪
え
難
き

も
の
で
あ
っ
た
こ
と
は
云
ふ
迄
も
な
い
。
然
も
、
主
權
が
、
之
に
止
ま
ら
ず
、
更
に
、
直
接
、
貴
族
的
集
圑
に
對
す
る
政
治
的
自
出
の 

.剝
奪
を
强
行
し
、
殊
に
、
リ
シ
ュ
リ
ュ
ー
の
如
き
、

ョ
ゼ
フ
な
る
老
僧
を
利
用
し
て
輿
論
を
煽
動
し
、
頻
り
に
有
力
な
る
貴
族
、
諸
侯 

を
捕
縛
•
追
放
、
死
刑
に
處
す
る
等
、
'貴
族
的
勢
力
驅
逐
の
た
め
に
殆
ど
串
段
を
選
ば
ざ
る
に
至
つ
て
は
、
遂
に
貴
族
の
不
滿
は
絕
顶 

に
達
し
、
何
等
か
の
形
態
に
於
い
て
爆
發
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の
で
あ
.る
o
所
謂
貴
族
的
フ
ロ
ン
，+
黨
0
叛

亂

の

直

接

.の

起

因

は

即 

ち
茲
に
往
る
と1

K

つ
て
差
し
支
べ
な
い
。
然
ら
ば
、
此
の
フ
口
ン
ド
黨
の
.運
動
と
は
抑
々
如
何
な
る
も
の
で
あ
つ
た
か
。
其
の
目
的
は 

何
か
。
又
其
の
史
的
意
義
は
如
何
，に
解
せ
ら
る
べ
き
も
の
で
あ
る
か
。

バ

.

今
茲
に
紹
介
す
る
、
'、ッ
ー
リ
ン
の
著
-~
»
.フ
.ロ
ン
ド
黨」

は
、
六
章
ょ
り
成
り
、
而
し
て
著
者
は
、
先
づ
、
最
初
の
ニ
寧
に
於
い
て
所
謂 

>

ロ
ン
ド
黨
の
運
動
に
關
す
る
詳
細
な
る
敍
述
を
行
0
て
届
る
の
で
あ
る
。

‘

;

と
こ
ろ
で
、
フ
”
ン
ド
黨
の
叛
亂
が
、

一
.六
四
ニ
苹
十U

月
に
リ
シ
ュ
リ
ュ

1
が
歿
し
、
國
主
路
參
十
三
世
も
亦
翌
年
世
產
り
、 

斯
く
て
路
易
十
四
世
年
齡
.僅
か
に
五
歲
に
し
て
即
位
す
る
や
、
#
后
ァ
ン
ヌ
.が
伊
太
利
人
マ
ザ
ラ
ツ
を
宰
相
と
し
て
萬
機
を
總
裁
せ
し 

，.め
ん
と
し
た
る
と
き
、
こ
の
と
き
、

コ
ン
.デ
公
を
首
領
.と
す
る
不
平
貴
族
.の

：
ー

團

の

起

こ

し

た

 

一
®

の

革'^
運
動
で
あ
る

‘こ
と
.は
、
史 

上
に
周
く
知
ら
れ
て
'届
る
.所
で
あ
る
が
、
然
も
此
の
運
動
：は
前
後
1
ー.囘
.に
一
且
‘つ
て
行
は
'れ
た
の
で
あ
る
。
'

.

:

.

'
即
ち
、
其
の
第
.：一
囘(

一

六
四
：八
年
I
I
.六
四
九
年)

は
*
貴
族
め
參
加
を
得
て
•
高
等
法
院(

泛
^
日
自
-
及
び
巴
讯
市
民
の
起
こ 

，せ
る
骚
動
で
あ
り
、
著
者
が
第
一
韋
に
於
い
て
取
扱
っ
て
居
る
の
が
即
ち
其
れ
で
あ
る
。
而
し
て
、
其
め
第
二
囘(

一
六
四
九
年
I

一
 

六
五
三
年)

は
、
主
と
し
て
贵
族
の
叛
亂
で
あ
：っ
て
•■著
著
は
第
.ニ
章
を
之
に
充
て
、
居
る
の
：で
：あ
る
。
W
し
て
、
_

の
間
、
高
等
法
院 

は
マ
ザ
ラ
ン
に
追
放
命
令
を
發
し
、
又
民
衆
は
異
國
人
を
宰
相
に
戴
く
こ
-
を̂
國
辱
と
し
て
憤
激
し
-
‘
巴
姐
の
閉
塞
し
を
行
ふ
等
、
終

ゾ
丨
リ
ン
淡r

フ
ロ
シ
ド
？
 

.一
.

五

七

C

四
九
七)



ン
著
フ
フ
ロ vKmJ.
 

一
 

五
，八

(

四
九
八)

ひ
に
、
叛
軍
の
將
コ
V

デ
が
、
マ
ザ
ラ
ン
に
依
つ
て
、
サ
ン
タ
シ
^
ア
ン
ヌ(Saint-Antoine)

ic
於
い
て
_
破
せ
ら
れ
る
に
至
る
ま
で
、 

所
謂
フ；a

ン
ド
黨
の
叛
亂
は
、
實
に
、
五
年
間
も
斷
續
し
た
P
で
あ
る
。
IE
に
、
之
れ
"
佛
蘭
西
大
革
命
以
：前
に
於
け
る
最
終
且
っ
1 

大
の
革
命
的
運
動
と
稱
し
得
る
も
の
で
あ
ら
ぅ
。；.
；.

.

然
ら
ば
、
此
の
運
動
は
如
何
に
意
_
附
け
ら
る
べ
き
も
の
で
あ
る
か
。 

V

ヾ

 

恐
ら
く
は
、
此
の
運
動
が
、
新
時
代
を
代
表
す
る
市
民
階
級
に
依
っ
て
,^
は
な
く
、
，過
去
の
：階
級
即
ち
封
建
的
殘
存
勢
力
の
一
た
る 

貴
族
的
階
級
.に
依
っ
て
惹
き
起
こ
さ
れ

、

然
も
内
亂
中
公
に
せ
ら
れ
た
，る
出
版
物
中
に
畠
太
后
と
.マ
.ザ
ラ
ン
と
の
私
的
關
係
を
暴
露
せ 

る
諷
刺
的
の
も
の
が
勘
か
ら
ず
存
し
|た
り
、
又
：た
此
の
叛
亂
に
貴
族
相
互
間
の
.欺
瞞
、
陰
謀
が
.多
分
に
加
っ
：て
居
っ
た
こ
と
等
か
ら
、 

論
者
或
は
此
の
運
動
を
以
て
貴
族
相
互
の
、
私
的
利
害
：に
立
脚
せ
.る
、.

一
種
の
勢
ヵ
^
ひ
，'<
?
:
.做
し
、'
:又
た
或
は
、
此
：の
遝
励
が
、
無
組 

織
な
騷
擾
や
叛
亂
.の
形
を
以
て
行
は
れ
、
王
.權
の
：鞏
化
に
對
す
る
反
坑
を
目
的
と
し
て
居
り
乍
ら
、
其
れ
が
王
權
を
弱
め
ず
し
て
、
却 

つ
て
逆
に
之
を
^
化
す
^'
CD
ta
果
を
生
す
る
等
全
く
果

：

敢
な
き
闘

^
.に
.終
っ
た
こ
ヾ
と
-̂

り
、
，.
.之

を

以

て

誠

に

.稚

戯

に

類

せ

る

も

の

..と 

評
し
去
り
、
.斯
く
て
此
の
運
励
に
參
加
せ
る
貴
族
を
ば
、r

石
を
投
げ
附
け
て
、
逃
げ
去
る
遊
戯(

即
ち
フa

ン
ド)

に
耽
れ
る
子
供
達」 

に
«_
-
-
亨

へ.
F謂
フ
ロ
シ
ト
黨
.の
.叛
@
な
る
名
稱
.は

實

に

此

の

.子
供
の
遊
戲
に
由
來
す
る
と
主
張
ず
る
、
極
め
て
嘲
笑
的
な
る
解
釋 

を
下
し
て
居
る
論
者
も
あ
る
の
で
あ
る
。

JE
に
.、
ラ
ヴ
ィ
ス
の
如
き
、
其
の
，
一
人
'で
あ
つ
て
、
彼
：に
依
れ
ば
、
フ
ヲ
ン
ド
黨
の
叛
亂
は
、 

「

蕋
し
.一
種
の
遊
戯(

目

V
U)

で
あ
り
、然
も
厭
は
し
き
^
ぎ
日
-̂
&

^
遊
戯
で
あ
つ
た
^

^
旧

-
卜
か
备
的
タHisitoi：e

 de.France, 

Illusse, 

D
e
p
u
i
s

 

ies 

C
I
;
J
g

s-
e
.w
j

^

^

.̂^
s

-<
!
O
J
&
o
»
H
O
I
n
e 

V
I
I
—

p

:Memilre p
s
i
e
,

 

L
o
u
i
s

 

X
I
V
,

pue 

1
6
4
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妒
1
600
5
.
,

1
-s
l
, 

p
'
'f
e

o

然
る
に
*
此
の「

フ
ロ
ン
ド
黨」

の
著
者
ダ
ー
リ
ン
は
、
此
の
フ
ド
ン
ド
の
役
を
以
て
、
個
人
的
氣
紛
れ
や
、
私
的
利
害
•よ
り
出
發
せ

る
、
取
な
る
貴
臌
の
勢
办
» :

银
皸
で
も
な
け
れ
ば
、無
論
遊
戯
.で

も

な

く

ト

正

し

く

'

一

 

大
政
治
的
闘
爭
で
あ
つ
た
と
看
る
の
で
あ
る
。 

即
ち
、
著
紫
を
し
て
云
は
し
む
れ
ば
、
フ
尸
ン
ド
黨
の
叛
亂
は
ノ
一
，絕
對
者
に
全
權
を
許
與
し
、
.其
の
自
己
保
莅
と
榮
光
保
持
の
た
め 

に
國
民
的
奉
仕
を
强
要
す
る
絕
對
專
制
政
治
に
對
す
る
、.
實
に
、
I E

義
と
ヵ
'ト
リ
ッ
ク
的
生
活
と
を
目
的
と
す
る
合
理
的
な
る
立
憲
政 

治
の
鬪
爭
で
あ
つ
たo

(

特
に
第
一
〇
九
頁

I

第 
一
一

0
頁
及
び
第
一
一
一
頁
以
下
參
照)

換
言
す
れ
ば
、:

ブ
ル
ジ
ョ
ヮ
•デ
モ
ク
ラ
シ

1
 

の
獲
得
、
之
こ
そ
彼
等
の
求
め
て
巳
ま
ざ
る
も
の
.
で
あ
つ
た
の
で
あ
る
。

而
し
て
、
從
來
、
フ
ロ
シ
ド
黨
の
叛
亂
を
以
て
、
英
國
に
於
け
る
議
會
運
動
に
感
染
せ
.る
も
の
と
看
る
論
者
は
必
ず
し
も
尠
く
な
か 

つ
た
の
で
は
あ
る
が
、
然
も
尙
ほ
彼
等
は
之
を
以
て
多
分
に
保
守
的
傾
向
を
钶
含
せ
る
も
の
と
'做
し
、
徹
底
的
な
る
議
會
運
動
と
斷
定 

す
る
こ
と
に
對
し
て
は
極
め
て
浮
動
せ
る
態
度
を
持
し
て
居
つ
た
の
で
あ
る
。
然
る
に
、
之
に
對
し
て
、
此
の
著
容
の
場
合
、
斯
か
る 

1

切
の
動
揺
を
捨
て
、
此
の
叛
亂
乃
至
運
動
の
全
意
義
乃
至
目
的
を
、
徹
頭
徹
尾
、
議
會
政
治
の
獲
得
に
在
り
と
明
確
に
規
定
し
、
.然 

も
之
を
立
證
せ
ん
が
た
め
に
、
第
三
章
以
下
第
六
章
に
：至
る
四
章
に
亘
つ
て
、
誠
に
、
豐
富
な
る
資
料
を
掲
げ
、
其
の
.詳
細
目
0
綿
密 

な
る
考
證
を
行
つ
•て
居
る
の
は
、

一
應
從
來
の
硏
究
に
對
し
て
一
歩
を
進
め
た
も
の
と
云
ひ
得
る
で
あ
ら
ぅ
。

た
^
、
併
し
乍
ら
、
然
ら
ば
、
此
の
運
動
が
何
故
に
徙
勞
な
騷
擾
に
終
つ
た
の
で
あ
る
か
。
若
し
く
は
ま
た
、
殊
に
强
度
の
マ
ー
力 

ン
チ
リ
.ズ
ム
哺
育
政
策
に
依
る
其
の
經
濟
的
成
熟
、
發
展
と
共
に
纏
て
政
治
的
支
配
勢
力
と
し
て
の
地
位
を
要
求
す
ベ
き
ブ
ル
ジ
a
ヮ 

ジ
ー
と
の
締
盟
に
依
る1

大
國
民
運
動
に
ま
で
其
れ
が
發
展
し
得
な
か
つ
.た
の
は
何
故
で
あ
る
か
。
結
局
、
ブ
ル
ジ
日
ヮ
化
せ
ざ
る
、 

封
建
的
宮
廷
的
貴
族
•官
僚
の
徒「

フ
ロ
ン
ド
®」

.は
、資
本
の
原
始
蓄
積
國
家
形
態
の
政
.治
的
表
現
た
る
絕
對
王
制
の
撤
廢
を
要
求
す 

る
睫
も
激
動
せ
る
分
子
で
は
あ
つ
た
が
、
然
も
、
.纏
て
.其
れ
が
契
機
.と
な
つ
て
市
民
■
•

農
民
大
衆
に
し
て
.眞
に
ブ
ル
ジ
日
ヮ
民
主
的
に 

覺
醒
す
.る
に
至
る
な
ら
ば
、
其
れ
は
却
つ
て
彼
等
の
豫
期
せ
ざ
る
自
己
崩
壤
を
招
來
す
る
が
故
に
、
彼
等
の
運
動
は
、
正
に
本
質
的
に

ブ
.
丨
.
リ
ン
..著

「

フ
0

ソ
ド
麗

」
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ブ
*

9
ン
敦
r
7
b
xド
黨」 

ー
六
0 

(

五
0
0〕

は
斯
か
る
要
因
に
制
約
せ
ち
れ
て
、
ブ

ル
ジ
“

ヮ
•
デ
モ
ク
ラ
シ

.
1獲
得
へ
の」

面
は
持
つ
が
ク
：市
民
.農
民
0
眞
の
3
\ル
ジ
•日
ヮ
民
主 

的
起
動
に
對
し
て
は
、
寧
ろ
慄
然
と
し
て
封
建
制
を
；同
.後
し
；̂
之
：に
‘汚
染
せ
る
方
法
を
以
て
、逆
に
市
民
，農
民
を
攻
_
す
る
：面
を
現
は 

:さ
ャ
る
を
得
ず
、
然
^
>其
處
に
こ
是
彼
等
0
本
質
が
：あ
る
の
で
は
散
か
つ
た
.か
？
從
つ
：て
、
斯
か
る
階
級
的
本
質
そ
有
す
る
、
ブ
ル
ジ 

日
ヮ
化
せ
ざ
る
貴
祓
‘
官
僚
ょ
り
成
れ
る
フ
ロ
シ
ド
零
の
運
動
が
失
敗
に
終
.り
、
彼
等
に
依
つ
て
.ブ
ル
ジ
“
ヮ
'
テ

モ

ク

：ラ

シ

ー

が

_

ひ 

取
ら
れ
な
か
つ
た
.

Q

で
は
な
か
つ
た
吾
々
の
分
析
は
、

.兹
に
至
及
、
否
な
茲
に
至
つ
て
初
め
て
、
貴
族
的
フ
ロ
シ
ド
黨
の
運
動
を 

全
面
的
且
つ
本
質
的
.に
把
握
し
得
る
A
考
ベ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
：'

ぐ
：

，
V
 

.然
る
に
、
此
の
，著
者
の
場
合
、
單
.に
.

N

ド
ン
.ド
黨
關
係
文
書
CD
.:文
獻
考
證
'の
み
か
ら
、
此
の
速
動
の
意
義
を
ブ
ル
ジ
a
ヮ
，
デ
モ
ク
ラ 

シ
ー
の
，獲
得
に
在
り
と
做
し
、
當
時
の
政
治
經
濟
讷
諸
關
係
、
此
：の
，運
動
參
與
者
の
經
.濟
的
基
礎
及
び
其
の
階
級
的
制
約
乃
至
本
質
を 

看
過
し
、
從
つ
て
此
の
連
動
の
本
質
規
定
の
問
題
に
於
.い
：て
、
聊
か
、
分
析
不
充
分
の
嫌
‘ひ
が
あ
る
の
は
、
，
啻
だ
に
諸
者
を
し
て
物
足 

ら
ぬ
感
を
ば
抱
か
し
む
る
'の
み
な
ら
ず
、
其
處
か
ら
は
此
の
運
動
の
、
從
つ
て
ブ
ル
ジ
3
ヮ

•
デ

モ

ク

ラ

シ

ー

獲

得

の

._

爭

の

遂

に

敗
 

北
に
終
れ
.る
窮
極
的
本
質
的
原
因
が
出
て
來
な
ぃ
。
海
し
其
れ
.を
强
ひ
て
求
む
れ
ば
、：

其
れ
は
、
必
然
,.
通
俗
史
家
說
く
所
の
英
佛
政 

情
の
相
異
論
と
か
、
叛
軍
の
時n

ン
デ
i
宰
相
マ
ザ
.ラ
タ
と
の
戰
ひ
に
關
ず
る
軍
談
記
と
か
に
陷
る
如
く
、
極
め
て
、漠
然
且
つ
卑
俗
な 

る
所
論
に
墮
す
る
に
過
ぎ
ぬ
。
無
論
、
：吾
々
の
採
る
と
こ
ろ
で
は
な
い
。

.

' 

,

斯
く
て
"
吾
々
は
、
本
書
に
尉
し
て
可
成
り
の
不
滿
も
あ
れ
ば
、
又
本
書
に
，於
：け
.る
分
析
不
充
分
の
點
も
充
分
に
指
摘
せ
ら
れ
な
け 

れ
ば
.な

ら

な

い

。

，
だ

が

、

斯

か

.る
不
滿
、
不
充
分
の
點
が
あ
る
と
し
て
も
、著
者
が
、
豐
富
な
る
資
料
の
渉
獵
に
依
つ
て
、
フ
ロ
ン
ド
の
運 

励
に
於
け
る
ブ
ル
ジ
ョ
ヮ
民
主
的
意
義
を
指
摘
し
た
こ
‘と
は
、
其
の
限
り
に
於
い
て
、
上
記
せ
る
從
來
の
フ
ロ
ン
ド
研
究
に
對
す
る
一 

少
前
進
で
あ
り
、
.一
つ
の
貢
獻
で
あ
る
と
云
ひ
得
や
ぅ
。
而
し
て
筆
者
が
敢
て
.本
書
を
紹
介
す
る
所
以
も
亦
實
.に
：兹
に
在
る
の
で
あ
る
。
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